
政
令
第
二
百
八
十
五
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び

に
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
項
、
第
五
条
第
三
項
、
第

五
条
の
二
第
七
項
第
二
号
、
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
八
条
第
九
項
（
同
法
第
十
一
条
第
十
二
項

、
第
二
十
四
条
の
二
第
八
項
及
び
第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
三
条
の
四
、
第
二
十
四

条
の
二
第
十
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
三
十
条
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
二
十
八
条
第
一
項
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
十
条
第
一
号
並
び
に
遺
失
物
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
銃
砲
を
」
を
「
銃
砲
等
（
法
第
三
条
第
一
項



の
銃
砲
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
」
に
、
「
銃
砲
、
」
を
「
銃
砲
等
、
」
に
改
め
、
「
火
薬
類
」
の
下
に
「
、
矢
」
を

加
え
、
「
銃
砲
の
」
を
「
銃
砲
等
の
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
射
撃
競
技
用
け
ん
銃
」
を
「
射
撃
競
技
用
拳
銃
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
け
ん
銃
又
は
空
気

け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
又
は
空
気
拳
銃
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
基
準
は
、
」
の
下
に
「
銃
砲
に
あ
つ
て
は
」

を
、
「
銃
身
部
に
」
の
下
に
「
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
あ
つ
て
は
引
い
た
弦
を
固
定
し
、
こ
れ
を
解
放
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
矢
を

発
射
す
る
機
構
又
は
発
射
す
る
矢
の
方
向
を
安
定
さ
せ
る
機
構
に
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
充
て
ん
す
る
」
を
「
充
塡
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
講
習
課
程
修
了
者
」
を
「
猟
銃
等
講
習
会
の
講
習
課
程
修
了
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
射
撃
指
導

員
」
を
「
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
講
習
課
程
修
了
者
と
同
等
以
上
の
知
識
を
有
す
る
者
）



第
十
六
条
の
二

法
第
五
条
の
二
第
七
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク

ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
者
と
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
猟
銃
等
講
習
会
の
開
催
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
「
講
習
会
」
を
「
「
猟
銃
等
講
習

会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
講
習
会
」
を
「
猟
銃
等
講
習
会
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
猟
銃
等
講
習
会
の
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
講
習
会
」
を
「
猟
銃

等
講
習
会
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
講
習
会
」
を
「
猟
銃
等
講
習
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
は
、
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空

気
銃
に
よ
る
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
開
催
）

第
十
九
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
法
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
講
習
会
（
以
下
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講

習
会
」
と
い
う
。
）
の
開
催
の
日
時
及
び
場
所
を
決
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
又
は
許
可
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
容
易
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
開
催
予
定
期
日
の
二
十
日
前
ま
で



に
開
催
の
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
開
催
に
関
し
必
要
な
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
に
お
け
る
講
習
時
間
は
、
現
に
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
ク
ロ
ス

ボ
ウ
を
所
持
し
て
い
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
は
一
時
間
以

上
二
時
間
以
内
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
三
十
分
以
上
一
時
間
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
者

に
対
し
て
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
は
二
時
間
以
上
三
時
間
以
内
、
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
一
時
間
以
上
二
時
間
以
内
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
）

第
十
九
条
の
三

法
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
講
習

を
受
け
た
者
に
つ
き
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
か
ど
う
か
を
考
査
し
、
こ
れ
ら
の
事

項
を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
委
託
）

第
十
九
条
の
四

法
第
五
条
の
三
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
は

、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。



２

法
第
五
条
の
三
の
二
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
よ
る
適
正
な
標
的
射
撃
の
普
及
及
び
発
達
に
関

す
る
業
務
を
行
う
者
で
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
銃
砲
等
、
刀
剣
類
、
拳
銃
部
品
又
は
準
空
気
銃
の
売
却
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
一

条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
十
二
項
」
に
、
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
、
「
け
ん
銃
部
品
」
を
「
拳
銃
部
品
」
に
改

め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
は
、
」
の
下
に
「
空
気
銃
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
表
中
「
銃
砲
、
」
を
「
銃
砲
等
、
」
に
、
「
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
銃
砲
」
を
「
、
第
二
号
若
し

く
は
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す



る
。本

則
の
表
六
十
六
の
項
の
上
欄
及
び
同
項
の
１
中
「
銃
砲
又
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
」
に
改
め
、
同
項
の
１
の
イ
中
「
基

づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
同
項
の
１
の
ロ
中
「
同
時
に
他
の
同
項
」
を
「
同
時
に
他
の
銃

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
の
１
の
下
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受
け

て
い
る
者
に
対
す
る
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
に
係
る
審
査

六
千
八
百
円
（

当
該
申
請
を
行
う
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許

可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
に
係
る

審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
三
百
円
）

本
則
の
表
六
十
六
の
項
の
２
中
「
銃
砲
又
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
」
に
改
め
、
同
項
の
５
中
「
又
は
空
気
銃
」
を
「
若
し

く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
に
改
め
、
同
項
の
５
の
イ
中
「
伴
う
場
合
」
を
「
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
」
に
、
「
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
」
を
「
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
に
改
め



、
「
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
「
許
可
の
申
請
」
を
「
猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許
可
の
申
請
」
に
改
め
、
「
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所

持
の
」
を
加
え
、
同
項
の
５
の
ロ
中
「
伴
わ
な
い
場
合
」
を
「
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
」
に
改
め
、
「
基
づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃

又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
「
同
号
」
を
「
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
当
該
同
項
」
を
「
当
該
同
法
第

七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
の
５
の
下
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

七
千
二
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い

て
同
時
に
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該

他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者

が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の

更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
八
百
円
）



本
則
の
表
六
十
六
の
項
の
５
の
下
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

六
千
八
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
当
該
都
道
府
県
に

お
い
て
同
時
に
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る

当
該
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行

う
者
が
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の

許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許

可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
四
百
円
）

本
則
の
表
六
十
七
の
項
の
イ
中
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

六
十
七
の
二

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

イ

現
に
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第

取
締
法
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項

締
法
第
五
条
の
三
の
二

一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
ク

及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク

第
一
項
の
規
定
に
基
づ

ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
し
て
い
る
者
に
対
す
る
講
習



ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に
関
す
る
講

く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱

会

三
千
円

習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務

い
に
関
す
る
講
習
会
の

ロ

そ
の
他
の
者
に
対
す
る
講
習
会

六
千
九
百

開
催

円

本
則
の
表
七
十
の
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
十
の
四

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

九
千
三
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
当
該
都
道

締
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規

締
法
第
九
条
の
十
六
第

府
県
に
お
い
て
同
時
に
他
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

定
に
基
づ
く
射
撃
練
習
を
行
う
資

一
項
の
規
定
に
基
づ
く

取
締
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

格
の
認
定
に
関
す
る
事
務

射
撃
練
習
を
行
う
資
格

射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
を
行
う
場

の
認
定
の
申
請
に
対
す

合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
射

る
審
査

撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
審
査

に
あ
っ
て
は
、
五
千
六
百
円
）

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を



次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
項
中
「
第
九
条
の
十
三
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第

九
条
の
十
六
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
三
第
三
項
」
を
加
え
る
。

（
遺
失
物
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

遺
失
物
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
銃
砲
」
を
「
、
第
二
号
若
し
く
は
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
銃
砲
等

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
令

和
四
年
三
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
が
許
可
さ
れ
る
試
験
又
は
研

究
の
範
囲
、
所
持
許
可
に
係
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
構
造
又
は
機
能
の
基
準
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
の
実
施
の
方
法
を
定
め
る
等
の

必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


